
′〈法ると成城介護の学燐以のご案内”“ホームヘルノ 養成講座フ
医療法人山部会 くまもと成城病院（旧竜山内科リハビリテーション病院）

　

当該研修は、「介護職員初任者研修事業者」として熊本県知事の指定を受けた「医療法人山部会
くまもと成城病院（１日竜山内科リハビリテーション病院）」が、訪問介護、若しくは在宅・施設を問わず
介護の業務に従事しようとする方を対象者として実施するものです。

１． 実施期間

　　　

２０２２年１２月７日（水） ～２０２３年３月１０日（金）

２． 実施方法（通信、通学制）

　

自宅学習１２５問（選択式１１４問、記述式１１間）＋通学３５日間十修了筆記試験１日間

３． 日時

　　

講義及び実技（３５日間）

　　　

２０２２年１２月７日制卜く）～２０２３年３月６日（月）
（祝祭日除く月、水、金曜日１８時半～２１時半）

修了評価筆記試験（１日間）

　　

２０２３年３月１０日（金）１８時半～１９時半

４． カリキュラムおよび日程

　　　　　　　　

別紙のとおり

５． 募集人員

　　　　

定員２０名 （締切日）

　　

２０２２年１１月３０日（水）

６． 受講料（現在、特別価格にてキャンペーン中！

　

通常価格６８，８８０円→特別価格４２，０００円）

　

４２，０００円（税込み、テキスト代、教材費、修了証書を含みます）

　

３回の分割払いもできます（例：１４，０００円×３回）。

　

又、雇用保険の「教育訓練給付金」の制度があり、条件により、修了後、受講料の２割

　

（８，４００円）がハローワークから戻ってきます。

　

受講後、当院（病棟の看護助手、介護施設等）に就職されますと、頂いた受講料

　

は全額返還致します。

７． 申込方法

　

電話またはＦＡＸ、ｅメールにてご連絡ください。

　

案内書、日程表、申込書をお送り致します。

　

※各書類は当院ホームページからも取得可能です。

８． 修了

　

研修科目をすべて修めた方に対し、所定の筆記試験を課し、７割以上の正解者を修了

　

者として、修了証を授与（あるいは郵送）します。

　

７割未満の方には連絡の上、補講等行い、再受験をして頂きます。（再受験料２千円）

【お問い合わせ先】
くまもと成城病院内（旧竜山内科リハビリテーション病院内）
「くまもと成城介護の学校」
〒８６１‐８０７２熊本市北区室園町１０‐１７
ＴＥ１‐

　　

０９６－３４４‐３３１１

　

担当：黒田

ＦＡＸ

　　　

Ｏ９６一３４４‐３３１２

ｅメー ル

　

ｋｕｒｏｄａ＠ｋ－ｓｅＵｏ．ｏｒＪＰ



令和４年度秋季 「くまもと成城 介護の学校」日程表

１、自 宅 学 習

　

（７割以上の正解が合格）

教科名 研修問題及び解答の提出期限 研修形態

介働こおける尊厳の保持欄自立支援
自宅学習Ａ
３５間

（２４問以上正解が合格）
提出期限 １２／２３

通信

介隻の基本

介隻・福祉サービスの理解と医療との連携

介護におけるコミュニケーションの技術

自宅学習Ｂ
２８問

（２０問以上正解が合格）
提出期限 １／２３

通信

老化の理解

認知症の理解

障害の理解

こころとからだの基礎的理解

自宅学習Ｃ
２５問

（１８問以上正解が合格）
提出期限

　

２／１３

通信

生活支援と住環境整備

こころとからだのしくみと自立に向けた介護

自宅学習Ｄ
３７問

（２６問以上正解が合格）
提出期限

　

３月

通信

ターミナルケア

問題数合計 １２５問



（別紙様式４）

２． 講義日程表一１

研修期間 １２月７日～３月１０日 １８時３０分～

　　　　　　　　　　　

２． 講義・実技日程表一２

項目

　　　　

１講義時間数１遭番１使壁茅トド日謡帥，
担霧師 実施日

９．こころとからだのしくみと生活支援技術
１

　

こころとからだの基礎的理解
介護の基本的な考え方 ３ ３巻Ｐ３～ 嶋村

　

陽子 １／６
介護に関するこころのしくみの基本的理解 ３ ３巻Ｐ１７～ 本田

　

優子 １／ｎ
介護に関するからだのしくみの基本的理解 ３ 十１１１ ３巻Ｐ３７～ 猿薄

　

竜馬 １月３
小計 ９ ３

＝ 生活支援と住環境整備
生活と家事 ２，５ ３巻Ｐ８３～ 嶋村

　

陽子 １月６
２，５ 冨田富美子 矢野

　

晴美 １月８
快適な居住環境整備と介護 ２，５ ３巻Ｐ１２７～ 入江

　

祥吾 中道

　

淳 １／２０
２，５ 入江

　

祥吾 中道

　

淳 １／２３
小計 ｌｏ ２

皿

　

こころとからだのしくみと自立に向けた介護
楚客に関連したこころとからだのしくみと
自立に向けた介護

２，５ 」１１ｔ
３巻Ｐ１５１～ 高尾智奈美 小田佳菜子 ｉ／２５

２，５ 城川

　

卓也 宮川

　

達好 １／２７
移動に関連したこころとからだのしくみと
自立に向けた介護

２，５ イーー ３巻Ｐ１８１ 島添

　

雅宏 池田

　

絢美 １／３０
２，５ 山崎晃一郎 宮良

　

勇気 ２／１
食事ｉ－関直したこころとからだのしくみと
自立に向けた介護

２，５ ３巻Ｐ２４１～ 緒方

　

教子 ２／３
２，５ 緒方

　

教子 ２／６
入浴・清潔保持に関連したこころとからだの
しくみと自立に向けた介護

２，５ Ｉ ３巻Ｐ２７９～ 江島

　

広美 片桐加奈子 ２／８
２，５ 江島

　

広美 片桐加奈子 ２／１Ｏ
排池ｉ－関連したこころとからだのしくみと
自立に向けた介護

２，５ ｌ ３巻Ｐ３３１～ 高木美佐子 江島

　

広美 ２月３
高木美佐子 ）江島

　

広美 ２月５２，５

　

１－開運したこころとからだのしくみと
自立に向けた介護

２，５ ｌ ３巻Ｐ３５９ 子真由美 ２／１７
２．５ 三好真由美 ２／２０

小計 ３０ ６
一

Ｗ

　

ターミナルケア
死にゆく人トー詞還したこころとからだの
しくみと終末期介護

２，５ Ｉ ３巻Ｐ３７７～ 宮川

　

博子 ２／２２
２，５ 宮川

　

博子 ２／２４
小計 ５ ｌ

Ｖ

　

生活支援技術演習

専＝丘を活かした介護過程の展開 ２，５ ０ ３巻Ｐ４０１～ 嶋村

　

陽子 畠出冨美子 ２／２７
２，５ 嶋村

　

陽子 飯田顕一郎 ３／Ｉ
総合生活支援技術演習
（事例による展開→体位変換、足浴など）

２，５ ３巻Ｐ４１１～ 飯田顕一郎 江島

　

広美 ３／３
２，５ 飯田顕一郎 江島

　

広美 ３／６
小計 ｌｏ ０

１０．振り返り
筆誹議墜１：向けての総復習（模擬試験１，ロ ２．５ ｏ

　

ｌ

　

講座仝熱 １青会い担当１黒冊

　

哲生ｉ

　

３／８
′ｊ、計 ２，５ ０

　

１

　　　　

１

　　　　　

１

合計 ９０，５時間 ４０，５時間

修了評価筆記試験 １，５ ０１ 本試験 １立会い担当１黒田 哲生

　

銚ｏ

項目

　　　　

講義時間数１自宅での通信相当分１使壁 夢ト←担当講師 １実施日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名

１．職務の理解
介護とは？

　

介護サービスの仕事とは？ ３ ０ １巻Ｐ３～ 嶋村

　

陽子 １２／７
介護の資格とキャリアシステム ３ ０ １巻Ｐ３３～ 嶋村

　

陽子 １２／９
小計 ６ ０

２．介護における尊厳の保持・自立支援
人権と尊厳を支える介護 ２ ３ １巻Ｐ４７～ 嶋村

　

陽子 １２月２
自立に向けた介護 ０ ４．５

小計 ２ ７，５

３．介護の基本
介護職の役割、専門性と多職種との連携 ３ ０ １巻ＰＩＩ９～ 嶋村

　

陽子 １２月４
介護従事者の倫理 ０

介護職における安全の確保とリスクマネージメント ０ 」１１－
介護職員の安全衛生 ０

小計 ３ ３

４．介護・福祉サービスの理解と医療との連携
介護保険制度 ２ ０ １巻Ｐ２４３～ 亀住

　

尚平 １２月６
介護と医療の連携 ０ ３

障害者総合支援法と障害者自立支援制度 ０ ３，５

個人の権利を守るその他の制度 ０

小計 ２ ７，５

５．介護におけるコミュニケーション技術

介護におけるコミュニケーション ３ ０ ２巻Ｐ３～ 本田

　

優子 １２月９
介護におけるチームのコミュニケーション ０ ３

小言十 ３ ３

６．老化の理解
老化に伴うこころとからだの変化と日常 ３ ０ ２巻Ｐ８３～ 川満せい子 １２／２１
高齢者と健康 ０ ３

小計 ３ ３

７．認知症の理解
認知症を取り巻く状況 ３ ０ ２巻Ｐ１４９～ 上田

　

亨子 １２／２３
医学的側面からみた認知症の基礎と健康管理 ０ ｌ

認知症に伴うこころとからだの変化と日常生活 ０ ｌ

家族への支援 ０ ｌ

小言＋ ３ ３

８．障害の理解

障害の基礎的理解 ２ ０ ２巻Ｐ２０５～ 村田

　

行正 １２／２６

障害の医学的側面の基礎的知識 ０ ｌ

家族の心理の理解 ０ ０，５

小計 ２ １，５


